
 

☆

い
や
し
の
集

い

期

日

６
月

日
27

（土）

７
月

日
11

（土）
日
25

（土）

時

間

時
～

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

※
裁
縫
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
第
２
回

ま
ち
お
も
い

ト
ー
ク
＆
懇
談
会

テ
ー
マ『ま

っ
さ
き
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
』
を
考
え
よ
う
！

｢

長
洞
元
気
村
の
成
功
か
ら

学
ぼ
う
！｣

語
り
部

村
上

誠
二
さ
ん

（
長
洞
元
気
村
事
務
局
長
）

｢

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
そ
も
そ
も
論

と
大
船
渡
の
動
向｣

語
り
部

志
田

仁
さ
ん

（
大
船
渡
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
、
参
加
者
に
よ
る

意
見
交
換

日

時

７
月

日
11

（土）

時

分
～

時

分

18

30

20

30

以
上
、
会
場
は
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
で
す

◇
視
察
研
修
会

ス
タ
ッ
フ
と
地
域
の
方
若
干

名
で
町
内
視
察
を
行
い
ま
す
。

日

時

７
月

日
12

（日）

時
～

時

分

7

8

45

時
～

時

13

16

場

所

碁
石
海
岸
穴
通
し
磯
等

調
整
中
。

末崎の風土散策 （３６）
～箱根山と豊漁龍神等について～ その１

箱根山は末崎三山(飛定
地、箱根、青鳥屋)の１つ
で末崎の西に聳える富士
山に似た秀麗絶勝の山で
気仙富士とも呼ばれてい
る。麓から眺めると頂が
１つのように見えるが、
頂は東、中、西の３峰に
分かれている。
東峰(４３６ｍ)は山道から南向きの石の鳥居をくぐり、

急で高い石段を登った頂上に小友側で建てたと考えられる
箱根神社(祭神は地蔵尊、雷神、山神、不動尊)があり、小
友村誌には詩人の千葉竹圃(米治)が、絶巓に窟室があり、
地蔵尊が安置され、その昔は｢平畑山｣と呼ばれて歴史は古
いようであると記している。更に頂から東方側に５０ｍ程
下った所に、箱根山神社(祭神は豊漁龍神)が末崎を見下ろ
すように鎮座している。この神社は細浦出身で、北海道居
住の滝田留作が建てたと云われ、｢末崎村誌｣｢続気仙風土記｣
｢小友村誌｣の伝説によると、文政１３年(１８３０)頃、箱
根山の頂上にあった大杉が落雷により焼け落ち、この焼け
倒れた中から大蛇の焼骨が累々と出てきた。その頃小田の
屋号城口(後藤)の人が、箱根山で大蛇を見ているので、或
いはこの大蛇ではないかと云われていたが、それを知った
滝田留作が信仰心の強い人で、大正１３年(１９２４)１２
月、その大蛇を祭祀し、豊漁竜神と尊號して石碑を建立し
ている。施主は中野部落 田束末作、瀧田喜右エ門、北中
野念仏講で世話人は新沼庄右エ門、瀧田米三郎、近藤連、
浅野軍治であった。その後昭和４年旧９月紀室伊勢治、浅
野軍治、新沼庄右エ門、村内有志が祭殿を建築しているが、

老朽著しく、昭和６１年１０
月、平部落が願主となり、末
崎町の内外より寄付を仰ぎ、
御神体の｢箱根山豊漁竜神碑｣
と拝殿を再建している。施主
は平部落、施工は山田石材で
ある。末崎村誌には箱根山豊
龍神の施主は｢滝田留作｣と記
載あるが、神殿内の由来書に
は、中野部落｢ 田束末作｣と
書いてあって名前が一致しな
い。（聖）

箱
根
山
神
社

（
豊
漁
龍
神
）

恵比寿様、大黒様の広場
（雨乞いのあった広場）

末
崎
町
復
興
推
進
委
員
会
は
、

去
る
、
５
月

日
、
ふ
る
さ
と

26

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て｢

小
河
原

地
区
の
被
災
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て｣

、
中
央
地
区
の
住
民

の
皆
様
よ
り
ご
意
見
や
提
言
を

頂
く
た
め｢

小
河
原
地
区
被
災

跡
地
の
利
活
用
を
考
え
る
会｣

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
頂
い
た
意
見
や
提
言
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１

末
崎
町
は
昔
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

の
盛
ん
な
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け

野
球
が
盛
ん
で
あ
り
、
大
人
の

朝
野
球
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
子
供
の
野
球
ま
で
幅
広
く
行

わ
れ
て
い
る
。
震
災
後
よ
う
や

く
仮
設
の
ス
ポ
少
野
球
の
グ
ラ

ン
ド
が
で
き
た
も
の
の
十
分
で

は
な
い
。
大
会
を
開
け
る
野
球

場
が
ほ
し
い
。

野
球
場
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
近
隣
の
宿
泊
施
設
も
利
用

さ
れ
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。

な
ん
と
か
野
球
場
を
造
っ
て

ほ
し
い
と
の
声
が
つ
よ
か
っ
た
。

し
か
し
、
野
球
場
建
設
に
は

多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
難

し
い
と
す
れ
ば
せ
め
て
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、
お
祭
り
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
広
場
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

２

小
河
原
地
区
は
末
崎
町
の
中

で
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

最
も
多
い
地
域
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
樹
木
を
植
え
て
緑
化

し
心
を
癒
や
す
静
か
な
場
所
に

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。

３

緑
地
で
心
を
癒
や
し
、
楽
し

み
な
が
ら
競
技
を
し
、
特
に
高

齢
者
も
健
康
増
進
が
図
ら
れ
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ(

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
似
た
競
技)

の
魅
力

と
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
が

紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
環
境
に

貢
献
し
収
益
も
上
げ
ら
れ
、
雇

用
の
創
出
に
も
な
る
事
業
と
し

て
、
近
年
県
内
各
地
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
造
ら
れ
て
い
る
。

４

大
人
の
考
え
だ
け
で
決
め
る

の
で
は
な
く
、
未
来
に
生
き
る

子
供
達
の
意
見
も
聞
い
て
み
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
も
あ

り
小
学
生
や
中
学
生
か
ら
も
意

見
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

５

市
復
興
局
土
地
利
用
課
長
か

ら
は
、
現
状
で
は
、
多
く
の
資

金
を
要
す
る
施
設
の
建
設
は
難

し
い
。
国
の
許
可
は
得
ら
れ
な

い
と
思
う
。
従
っ
て
、
現
段
階

で
は
多
目
的
広
場
等
に
し
て
一

定
の
広
さ
を
確
保
し
て
お
い
て
、

そ
の
後
の
利
用
は
あ
と
で
考
え

れ
ば
よ
い
と
す
る
案
が
話
さ
れ
た
。

い
ず
れ
、
市
と
し
て
は
、
地

元
の
要
望
に
ど
れ
ほ
ど
応
え
ら

れ
る
か
。
復
興
庁
の
復
興
方
針

を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
の
小
河
原
地
区
の
被
災

跡
地
の
利
活
用
に
係
る
取
り
組

み
と
方
針
決
定
に
つ
い
て
は
、

｢

末
崎
町
復
興
推
進
委
員
会
の

常
任
委
員
会
に
委
ね
る｣

と
し

て
当
日
の｢

被
災
跡
地
の
利
活

用
を
考
え
る
会｣

を
閉
じ
た
。

末
崎
復
興
推
進
委
員
会
と
し

て
は
、
国(

復
興
庁)

の
方
針
に

基
づ
い
て
市
は
対
応
す
る
の
で
、

市
復
興
局
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
望
ま
し
い
利
活
用
の
方
針
を

決
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
程
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部

大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告

○
船
河
原
・
平
線

昨
年
８
月
の
工
事
説
明
会
で

皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
等
を
基

に
、
計
画
の
修
正
・
検
討
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
地
権
者
様
に
修
正
内

容
を
確
認
頂
い
た
後
に
、
再
度
、

皆
様
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
文
書
に
て
ご
連
絡
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平成２７年度大船渡市予算

末崎町関連予算（主なもの）

大船渡市議会末崎町議員団から提供いた

だきました。

小河原地区道路新設事業 489,250,000 円
２線堤防 ９６０ｍ

泊里地区道路新設事業 51,500,000 円
防集団地への道路 ３４３ｍ

峰岸地区道路新設事業 35,020,000 円
防集団地への道路 ３００ｍ

神坂地内排水路整備事業 35,638,000 円
熊野神社線の排水路 ４１２ｍ

（27～ 28年度）
他に碁石レストハウスの自動ドア修理、

２階食堂のエアコン設置など

☆
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
ま
っ
さ
き

活
動東

京
か
ら
活
動
ス
タ
ッ
フ

名
が
訪
問
し
ま
す
。

12◇
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談

家
計
簿
、
チ
ラ
シ
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
、
写
真
の
取
り
込
み

等
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
、
楽
し
み
方
、
お

困
り
ご
と
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

対
応
し
ま
す
。

日

時

７
月

日
11

（土）

時

分
～

時

13

30

16

７
月

日
12

（日）

時
～

時

9

12

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/

第２４７号

平成２７年６月２２日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！

小

河

原

地

区

の

被

災

跡

地

は

ど

う

な

る

県
道
新
設
工
事
進
捗
状
況
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